
楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号も忘
れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

60の手習いで始めました。意欲と
情熱はありますが、少々からぶり気味。
先生のご指導のもと『頑張れば着実に
伸びる』と信じて趣味が生きがいにな
るまで努力しようと思っております。
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俳句 権藤ヨシ子さん
（新北）

ダム建設でゆれる熊本の五
木村に旅したとき90歳の媼

おうな

が観光客を迎えてくださいま
した。幼い頃の厳しかった暮
らしや変わりゆく五木村の話
を語られました。美声で正調
五木の子守唄を吟じられまし
た。その折の句です。

友禅 林　晴枝さん
（八幡西区）

語
り
部
は  

卒
寿
の
媼  

春
惜
し
む  

垰岡硯美さん
（新北）

この花は「姫じゃが」といいます。
楚々とした美しさが気に入り作品にし
てみました。押
花を始めて初め
て出会った花で
す。きれいな紫
の花色がいつま
でも色あせずに
いてくれるよう
願っています。

押花

４
月
４
日
、『
第
20
回
花
と
し
じ
み
の

里
お
お
と
う
マ
ラ
ソ
ン
大
会
』
の
５
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
34
歳
以
下
の
部
に
娘
の
奈
実

希
が
出
場
し
３
位
に
入
賞
。
４
月
11
日
み

や
こ
町
の
『
さ
わ
や
か
マ
ラ
ソ
ン
大
会
』

で
は
優
勝
し
ま
し
た
。
お
お
と
う
マ
ラ
ソ

ン
大
会
で
は
、
昨
年
優
勝
だ
っ
た
の
で
本

人
も
悔
し
か
っ
た
の
で
、
み
や
こ
町
の
大

会
で
は
優
勝
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
４

月
か
ら
は
鞍
手
北
中
学
校
に
入
学
し
、
陸
上
部
に
入
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
努
力
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

お
お
と
う
マ
ラ
ソ
ン
と

さ
わ
や
か
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場

●
大
村
隆
文
さ
ん
（
木
月
）

楽
し
く
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

万
年
毛
筆
講
座

●
郷
の
会

万
年
毛
筆
は
、
慶
弔
時
や
年
賀
状
、
手
紙
文
な
ど
日
常
の

用
途
に
多
く
用
い
ま
す
。
郷
の
会
で
は
新
規
受
講
生
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

●
と
き　

毎
月
第
１
・
３
・
４
金
曜
日
▽
午
前
の
部=

午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で
▽
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

鞍
手
町
中
央
公
民
館　

●
募
集
人
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
受
講
内
容　

▽
万
年
毛
筆
＝
慶
弔
書
や
手
紙
文
▽
小
筆
＝
慶
弔
書
や
手

紙
文
・
実
用
書
▽
か
な
文
字
＝
い
ろ
は
の
基
本
か
ら
▽
漢
字
＝
古
典
の

基
礎
か
ら

●
申
し
込
み
期
限　

随
時
受
付

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ
と
は
郷
の
会　

渡
辺
準
一
（
０
９
０
）

２
０
８
３
局
９
４
５
２
ま
で

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
、
日
ご
ろ
の

家
庭
生
活
で
は
経
験
で
き
な
い
集
団
生

活
を
通
じ
自
立
性
を
尊
重
し
、
社
会
性

を
育
て
、
規
範
意
識
を
高
め
る
た
め
の

通
学
合
宿
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
と
き　

７
月
11
日
（
日
）
か
ら
７
月
17

日
（
土
）
６
泊
７
日

●
と
こ
ろ　

鞍
手
町
中
央
公
民
館
長
谷

別
館

●
参
加
費　

五
千
円
（
食
事
代
と
し
て
）

●
参
加
要
件　

小
学
校
３
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で

●
定
員　

20
人

●
問
い
合
わ
せ　

申
し
込
み
期
限
等
詳

し
い
こ
と
は
南
陵
塾
事
務
局
☎
４
２

局
６
５
７
１
番
ま
で

南
陵
通
学
体
験
合
宿
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

●
南
陵
塾
事
務
局

鞍
手
プ
レ
ゼ
ン
の
会
で
は
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
力
を
ア
ッ
プ
す
る
学
習
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
、
社
会
で
重
要
視
さ

れ
て
い
る
プ
レ
ゼ
ン
で
す
。
仕
事
や
生
活

に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
活
動
日　

毎
月
第
２
水
曜
日
の
午
後
８

時
か
ら

●
と
こ
ろ　

鞍
手
町
中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ
と
は
鞍
手
プ

レ
ゼ
ン
の
会　

栗
田
和
廣
☎
（
０
８
０
）

３
９
９
２
局
４
６
３
０
番
ま
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
を

ア
ッ
プ
し
ま
せ
ん
か

●
栗
田
和
廣
さ
ん
（
中
山
）



すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の100字以内の感想もお願いしま
す。役場総務課☎４２局２１１１
番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

木彫手芸
初めてパイナップル編みセーターを編
みました。前後、身頃、脇までパイナッ
プル編みで、袖
ぐりからネット
編みでラグラン
袖に楽に着られ
るセーターにな
りました。ネッ
ト編みの目をそ
ろえるのに気を
使いました。

論語より出典ときく。「隠居」それ
は戦後あまり聞かぬ語。戦前は大家
族制のもと50歳を過ぎると、その
存在を認められた家もあったと記憶
する。戦後は、家族構成もあろうし
老人族の高齢化にもか
かわらず元気、元気。
もってその志を求むと
生きとし生きる限り、
為すことあらんと思
う。敬愛の老師この６
月逝きて拾、月あまり。

５−2010.６

竹松孝子さん
（直方市）

吉岡　操さん
（新延）

Relay Essay

ご
存
知
で
す
か
？
先
進
国
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

加
盟
30
か
国
）
の
中
で
、２
０
０
０
年
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
順
位
第
３
位
だ
っ
た
日
本
で
す
が
、

２
０
０
６
年
に
は
18
位
、
い
ま
だ
急
落
を

続
け
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
身
の
回
り
を
見
て
み
る
と
、

「
雨
の
日
に
母
親
に
送
迎
さ
れ
る
社
員
の

Ａ
君
27
歳
」「
転
勤
先
に
親
に
同
行
さ
れ
る

Ｂ
君
26
歳
」（
い
ず
れ
も
大
卒
社
員
で
す
。

実
話
で
す
）
等
々
、
不
思
議
な
光
景
が
見

ら
れ
ま
す
。
前
述
は
、
極
端
な
例
だ
と
思

い
ま
す
が
、「
子
離
れ
で
き
な
い
過
保
護
な

親
」「
自
立
で
き
な
い
社
会
人
」
が
増
え
て

い
る
の
だ
と
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

で
は
、
今
以
上
に
日
本
の
成
長
の
先
行
き

が
、
不
安
で
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、希
望
も
あ
り
ま
す
。
鞍
手
の
武

道
館
で
柔
道
を
習
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

を
見
て
い
る
と
、不
安
が
和
ら
ぎ
ま
す
。
厳

し
い
練
習
に
負
け
ず
、
歯
を
食
い
し
ば
っ

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
練
習
の
中

で
、
上
級
生
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
下
級

生
の
世
話
を
し
ま
す
。
上
級
生
を
見
て
下

級
生
も
さ
ら
に
下
の
子
の
面
倒
を
見
る
よ

う
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
入
り
た
て
で
、

泣
き
じ
ゃ
く
っ
て
い
る
子
も
し
ば
ら
く
す

る
と
、
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
の
仲
間
入

り
で
す
。
甘
や
か
さ
れ
な
い
環
境
で
、
子

ど
も
た
ち
は
、「
頑
張
る
こ
と
」「
耐
え
る

こ
と
」「
工
夫
す
る
こ
と
」「
思
い
や
り
」

…
…
た
く
さ
ん
の
大
切
な
こ
と
を
学
び
成

長
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
社
会
に
出
て
か

ら
の
活
躍
が
楽
し
み
で
な
り
ま
せ
ん
。
近

い
将
来
、
そ
ん
な
彼
ら
と
酒
を
酌
み
交
わ

し
、
社
会
人
と
し
て
の
自
慢
話
が
聞
け
た

ら
い
い
な
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

次
回
は
、
岡
部
緩
行
さ
ん
（
中
山
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
心
一
さ
ん
（
中
山
・
40
歳
）
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リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

地
域
子
育
て
支
援
行
事

劇
団
バ
ク
の
昔
ば
な
し

●
鞍
手
町
立
保
育
所

６
月
27
日
、
町
立
保
育
所
主
催
の
地
域
子
育
て
支
援

行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
劇
団
バ
ク
の
昔
ば
な
し

「
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
」
で
す
。
楽
し
い
歌
や
手
遊
び

も
あ
り
ま
す
よ
。
親
子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

６
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら 

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷
（
勤
労
者
ふ
れ
あ
い
棟
）

●
入
場
料　

無
料
（
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
）

●
問
い
合
わ
せ　

各
保
育
所
（
剣
第
一
保
育
所
☎
４
２

局
０
３
０
１
番
、
西
川
第
一
保

育
所
☎
４
２
局
０
２
７
８
番
、

古
月
保
育
所
☎
４
２
局
０
２
７

７
番
）
ま
で

おむすびがころげた穴の中　おじいさんとねずみさんのお話です

昔ばなし
　おむすびころりん

♪ころころ ころころ すっとんとん
　おむすび ひとーつ ありがとさん♪


